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今金町民憲章

。 民主主援に融Lて生活を合理化して近代的な町にいた Lましょう。

O 健康で動労にはげむ明るい町にいたしま Lょう。

。 控能をみがき産業四開発に努め畳かな町にいたしましょう 。

O 鞍壷をたかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいた Lまし ょう。

制定昭和信年間月 1日



~保健・医療・福祉サービスの拠点~

設祉施設を総合
平成9年度完成をめざす

平
成
4
年
度
に
今
金
町
国
保
病
院
の
経
営
改
普
を
審
識
す
る
病
院
経
官
安

定
化
推
進
委
只
会
か
ら

「老
人
保
健
施
設
」
の
必
要
性
が
答
申
さ
れ
、
建
設

に
向
け
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
5
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「今
金

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
お
い
て
将
来
を
見
す
、
ぇ
高
齢
者
の
保
健

・
医

療
・
福
祉
各
分
野
町
卒
業
目
標
及
び
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
実
施
に
つ
い

て
は
統
合
し
、
総
合
的
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
か

っ
て
の
高
齢
者
福
祉
対
策
と
し
て
、
施
設
中
心
か
ら
在
宅
中

心
的
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
方
向
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方

針
を
持
ち
な
が
ら
最
低
必
要
と
さ
れ
る
施
設
整
備
と
ス
タ
ソ
フ
の
養
成
確
保

が
急
が
れ
る
と
い
う
計
画
書
に
沿
っ
た
施
設
と
し
て
「
総
合
福
祉
施
設
」
を

盤
備
す
る
も
の
で
す
。

今
金
町
の
現
状

今
金
町
は
西
暦
2
0
0
0
年
に
は

4
人
に
1
人
が
何
歳
以
上
の
高
齢
者

と
い
う
人
口
比
率
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
民
間
で
は
実
就
労
人
目
的

減
少
に
よ
る
雇
用
や
後
継
者
不
在
な

ど
に
よ
る
産
業
椛
造
の
変
化
、
行
政

で
は
税
収
の
減
少
、
医
療
費
・
介
設

費
用
の
地
大
に
よ
る
行
政
負
担
、
そ

れ
に
伴
う
受
益
者
の
負
担
増
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
彬
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
向
人
口
数
か
ら
絶
対
的
に

施
股
が
不
足
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ

り
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設

中
心
的
医
療
福
相
に
限
界
が
き
ま
す

し
、
ど
う
し
て
も
在
宅
で
家
族
同
介

護
の
下
に
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を• • 

受
け
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

総
合
福
祉
施
設

の
概
要

総
合
福
祉
施
設
は
、
病
院
と
老
人

ホ
l
ム
の
中
間
施
設
で
家
庭
へ
の
復

帰
の
た
め
の
医
療
と
日
出
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
両
方
向
提
供
を
う
け
ら
れ
る

回
床
の
「
老
人
保
健
施
設
」
を
中
心

に
、
デ
イ
サ
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在

宅
介
箆
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

l
y
ョ
ン
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
、
訪
問
宥
飽
ス
テ

l
y

ョ
ン
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
の

7

施
設
を
合
築
し
、
地
投
サ
ー
ビ
ス
と

在
宅
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
機

能
及
び
職
貝
を

一
元
化
し
た
悶
齢
者

向
支
援
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
も
の
で

す
。

(8型)

在宅の寝たきり、介護を要する痴呆、疾病等による虚弱なとe 身体上又は精神上の障害のため目悦生

活を営むのに支障があるおおむね65歳以上の日齢者 (65歳未満の初老JVI痴呆に該当する人も含む)及

び身体障答者であ って、身体が虚弱又は寝たきり号ーのために日市生活を営むのに支障がある入。

デイサービスセンター

-利用対象者

現
在
、
計
画
し
て
い
る
施
設
は

一

部
3
階
建
て
で
、
総
面
積
4
5
7
7

耐
、
面
積
の
約
半
分
を
老
人
保
健
施

設
が
占
め
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健
施
設
は
、
今
金
町
は
も

と
よ
り
、
大
成
町

・
瀬
棚
町

・
北
柏

山
町
を
含
め
て
の
広
域
的
な
考
え
で

高
齢
社
会
対
策
の
一
翼
を
担
う
も
の

で
、
他
的

6
施
設
も
、
将
来
的
な
利

用
を
見
す
え
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
設
置
場
所
は
医
療
施
設
と

医
療
ス
タ
y
フ
と
の
連
携
が
容
易
な

図
保
病
院
と
の
併
設
で
総
事
業
費
約

加
億
円
、
平
成
7

・
8
年
度
強
殿
、

平
成
9
年
度
開
館
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

-今金町総合福祉施設建設事業内容

輯合福祉施歓(デイサー ビスセンタ一、在宅介獲支復セノタ一、ヘ

ルパーステーンヨノ、結食ザーピスステーンヨノ、老人保健施世、市

町村保健センター、肪問看穣ステーシヨンに一部国保病院施置を含め

た保健 医療福祉錨世を合擬した復合施位)

者罵進 R C 一部 3階建て 総函南• • 
-利用定員

基本事業 1日当たり、標準利用人員 15人以上。

基本 通所・訪問事業 (入浴サ ピスに限る )を合わせ、 積準利用人員の うち、特別養護老人ホー

ム入所製件に該当する程度の人がおおむね 5人以上。

在宅介護支援センター2. 

4. 577附

-デイサービスセンタ

員

補助対象

15名

定概要

B型l，008m'
(基本事案入浴事業給食事業)

建 設 施 設 名

的

在宅での寝たきり老人及び要介護老人を抱え苦労されている家族に対し、身近な所で気軽に早111"J的

知織や技術を必要とする在宅介護に関する相級や指導及び町の窓口に行かなくても保健稿祉のサー ビ

スが'受けられる様制整して在宅介説的支援を行う。

-目

4

司
総
合
福
祉
施
設
建
位
抽
造
協
機
幸
町円

川山川叫

白
。

十
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同
凡

番
思の体閉

山
剛
問機鵬

係叫叩
閉
聞や画齢

別
依
W

全由時日間
稽
庖

蹄
臥施

予定対象

60名

115.00m' 
76.00m' 

84.40m' 

-在宅介護支援センター

・ヘノレパーステーション

-給食サーヒ・スステ-:/ョン

-利用対象者

- 寝たきり、介鎚を要する痴呆、疾病等による皮切など身体上又は精神上の障害のため日'出生活を

営むのに支障があるおおむね65歳以上円高齢者又はこれらの高齢者を抱える家族等。(商船者の介

般にl測する相談の悩みをもっている人〉

〕2
 

〔

80床
2，503m' 

(-・ntAl!JlIλ属・.伺聞膏"

605. 10m' 
52.70肘

133.20m' 
4，577 m' 

設

-市町村保健センター

・訪問看銭ステーション

・国保病院施設

合計

施健保人-老保健センター

- 町民的健康づくりを推進するため、健康相談、健康教育、健康診査等の対人保健サービス を総合

的に行う拠点とするとともに、町民的自主的な保健活動的場に資することを目的とする。

的-目

3. 

〕3
 

〔



訪問看護ステーション

. 老人訪問宿一秘は、疾病等で長期病臥者とな っている在宅療養者の生活を可能とするため肴髄婦等

を派遣して、日常生活能力の維持回復や介髄者に対しての肴秘技術指導等を行い、住み俄れた家庭

で家族や地域的方々の支援を受け療養できることを目指す。

- 疾病や負傷により、家庭にお い て 寝 た き り 又 は こ れ に 準 ず る 状 態 に あ る 老 人 医 療 受 給 者 で、か か

りつけの医師が訪問看護を必要と認めた人。

寝たきりに準ずる高齢者には脳卒中後遺症で寝たきりになるおそれがあり 、理学 ・作業療法の必

要な痴呆伯老人もいる。

的

-利用対象者

4. 

-目

農
業
後
継
者
に

育
成
プ
レ
ゼ
ン
ト

近
年
‘
民
業
の
担
い
手
と
な
る
後
継
者
が
減
少
し
て

い
る
な
か
で
‘
本
町
の
農
家
に
お
き
ま
し
て
も
年
々
、

経
営
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
股
業
後
継
者
と
、
後
継
者

向
花
嫁
不
足
が
年
を
お
う
ご
と
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

民
業
後
継
者
の
育
成
と
花
嫁
対
策
、

U
7
l
ン
後
継

者
な
ど
の
定
住
化
を
図
る
た
め
、
結
婚
祝
金

・
就
牒
奨

励
金
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
第
2
固
定
例
町

誠
会
で
き
ま
り
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
群

し
く
は
牒
業
委
只
会
事
務
局
ま
で

8
2
1
0
6
3
1

._-ー.-._-

項 目 交 イ寸 対 畢 者 金額

結婚祝金 婚姻者向両人が町民の場合
-_.-----一一一一一一一一一一-一 ー.----晶・ F一一_._.---_.-一一・ 晶圃
婚姻者のいずれかが新町民の場合 30万円

仲介奨励金 結婚仲介者

婚姻者向両人が町民的場合 15万円

-妨姻者のいずれかが新町民的場合 25万円

就農奨励金 後継者 田万円
_.......-一，一一一一一一一一一一一晶一圃....--_.ー晶圃圃'一一一晶晶圃圃'守一一一 ・・・・・一一晶晶圃圃圃圃...晶

Uターン者

独身者 30万円

配偶者を有する者 60方向

S妥結婚祝金、就股奨励金的交付対量者は農業者年金受給怖発生

に至ると認められる者

農業後継者育成プレゼ ント等の額

80名)

O病弱な寝たきり老人

。病弱で寝たきりに準ずる状態にある老人

O痴呆性老人

。初老則痴呆により痴呆の状態にある者

合 rfJiismJとは、間血圧性疾忠、脳血管疾忠後遺症などです丙状が安定しており入院による治療を必要

としないが、医学的管葛1が必要な状態。

官「寝たきり J とは、ベ y ド上での起坐や坐位保持が自力でできない状態。

官「寝たきりに準ずる J とは、屋内での歩行が困雌な者及び屋内での歩行が困難であるが下記項目の

うち 2項目以上に該当する者。

①他人の介助がなければ食事ができない状態

②他人の介助がなけれは排植ができない状態。又はおむつを使用しなければならない状態。

③ 他人的介助がなければ衣服着脱ができない状態。

@: 他人向介助がなければ入浴ができない状態。

(利用定員老人保健施設

-利用対象者

5. 

(e • 第6固健康まつり

海
老
名
香
葉
子
ぷ

講

演

町

・
保
健
推
進
貝
会

・
衛
生
委
員

会
的
主
催
に
よ
る

「
健
康
ま
つ
り
し

が
7
月
日
目
、
町
民
セ
ン
タ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

n
ふ
れ
愛
た
す
け
愛
で
つ
く
る
健

康
。
を
テ
!
?
に
自
己
の
健
康
度
チ

エ

Y
7
に
よ
る
自
主
的
健
康
管
理
を

図
り
、
生
き
が
い
を
深
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
年
待
り
を
中
心
に

3
0

二

病
息
災
わ
た
し
は
元
気」

と
題
す
る

講
演
を
す
る
海
老
名
香
菓
子
さ
ん

国
保
税
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

正
が

6
月
定
例
町
議
会
に
お

い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
税
法
及
び
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
国
保
税
賦
諜
限
度
額
回
万
円
は

据
え
置
き
と
な
り
、

低
所
得
者
の

4
訓

軽
減
世
相

一
人
当

た
り
悲
単
傾
は
お

万
円
か
ら
お
万
5

千
円
に
引
き
上
げ

と
な
り
、

6
制
軽

減
基
準
額
況
万
円

は
据
え
置
き
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
囲
内
改
正
は

依
然
と
し
て
、
人

口
の
流
失
、
他
保

険
に
移
行
等
に
よ

る
被
世
帯
数
、
被

保
険
者
と
も
に
減

少
し
て
い
る
中
で

医
療
費
の
需
要
翻

推
計
は
高
水
準
で

あ
る
が
、

5
年
度

の
決
算
状
況
及
び

財
政
調
盤
基
金
保• • 

所
得
割
、
資
産
税
割

を
引
き
下
げ

1
 

4
 

〔

有
額
等
を
勘
案
し
、
国
保
被
保
険
者

の
担
税
能
力
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今

後
の
税
の
平
準
化
に
向
け
て
、
税
率

を
左
表
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

平成 5年度 平成6年度 増 減

所 得 書IJ 書E 100分の6.10 100分の5.50 ム 0.60 

Z見
資産税制l額 100分の48.5 100分の47.5 ム 1.00 

被保険者均等釦l額 22，200円 22，200円 。同

率

世帯別平均割額 40，300円 40，300円 。同

イ果 一 世帯当たり 215，954円 189，792円 ム 26，162同

険

税 人 当 た り 73，957円 68，669円 ム 5，288円

国民健康保険税の改正表

0
名
同
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
胤
圧
測
定
-血
液
検
査
・

身
体
測
定
肺
活
品
測
定
な
ど
で
他

康
俊
を
チ
ェ

ッ
ク
、
ま
た
作
品
展
示
や

ふ
れ
あ
い
ナ
l
ス
ン
ヨ
y
プ
-
ビ
デ
オ

上
映

・
ア
ル
コ
ー
ル
体
質
判
定
検
査

な
ど
で
健
康
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
故
林
家
三
一平
ぷ
の

奥
さ
ん
で
海
老
名
美
ど
り
、
林
家
こ

よ
平
ら
の
母
で
も
あ
る
海
老
名
香
葉

子
ぷ
が
二

病
息
災
わ
た
し
は
元
気
」

と
題
す
る
健
肢
の
話
を
さ
れ
、
戦
時

中
肉
体
験
な
ど
を
お
り
ま
ぜ
て

1
時

間
判
分
間
の
楽
し
い
鱗
械
で
し
た
。

....肺活量測定をする参加者

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

空
の
散
歩
を
楽
し
む
グ

7
月
9
目
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体

験
搭
乗
が
行
わ
れ
、

口
名
の
町
民
が

圭
の
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
体
験
搭
乗
は
陵
上
自
衛
隊
の

協
力
に
よ
り

U
H
-
-
H
型
機
を
使

用
し
て
行
わ
れ
、
神
丘
町
へ
リ
ポ

ト
基
地
か
ら
3
班
に
別
れ
て
今
金
市

街
地
か
ら
瀬
棚
ま
で
の
往
復
、
日
分

間
内
空
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

天
候
は
く
も
り
で
、
ち
ょ

っ
と
残

念
で
し
た
が
、
空
か
ら
見
る
今
金
町

の
様
子
に
参
加
者
も
大
満
足
で

L
P
、
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ジ
ャ
ン
ボ
風
車

よ
っ
て
こ
い
祭
。

7
月

9

m
目
的
両
日
、
デ
モ

レ
ン
を
会
場
に
ジ
ャ
ン
ボ
風
車
よ

っ
て
こ
い
祭
り
が
行
わ
れ
、
多
〈
の

ョ
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

、
民
謡
・
歌
諮

ン
ョ

や
ク
イ
ズ
・

ト
ラ
ク
ン

ョ
ン
、
テ
レ
ヒ
や
ラ
ジ

で
お
な
じ
み
の
ジ

ャ
ン
ボ
秀
克
さ

一
を
迎
え
た
オ
ク
ン

ョ
ン
な
ど
で

い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
産
野
菜
の
即
売
会
、
各
種
出
活
、

ピ
l
ル
図
な
ど
が
立
ち
並
び
、
家
族

連
れ
や
子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

• • 

第
悶
回

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
悶
田
町
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が

6
月
泊
目
、
社
会
福
祉
協
議
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
的
主
催
で
、
3

2
0
名
が
参
加
し
て
高
美
公
園
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
地
区
ご
と
に

5
チ

ム

に
分
け
、
ス
ラ
ロ

l
ム
ン
ュ

l
ト

人
間
サ
ソ
カ

l
-
そ
れ
行
け
M
H
e

ア
ン

パ
ン
レ
ス
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

8
種
目
に
元
気
い
っ
ぱ
い
ハ
ソ
ス
ル

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
3
種
目
に
幼
稚
園
児
が

参
加
し
て
世
代
間
交
流
も
大
い
に
深

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
ふ
れ
あ
い
演
芸
会
が
行
わ
れ
、

小
百
合
保
育
園
・
今
金
保
育
所
・
ル

ン
ル
ン
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
遊
戯
や
器

楽
演
奏
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
出
し
物

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
演
芸
の
数
々
に
楽
し
い
一
日
を
過

光

の
里

学

園
運

動
会

朝
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

7
月

5
目
、
第
四
回
の
光
の
里
学
園
運
動

会
が
「大
き
く
育
て
ふ
れ
あ
い
の
輪
」

を
テ
!
?
に
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
平
日
赤
奉
仕

団
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
幻
競
技
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

園
生

一
般
職
員
同
一
の
競
技
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
ふ
れ
あ
い
の
機

会
が
多
数
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
交
流
を
深
め
楽

し
い
一
目
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

Aジャンポ秀克さんの軽妙な
トーク。

....特産野菜の即売会、安くておい Lい野菜がいっぱい。

し
て
い
ま
し
た
。

を

第44回社会を明るくする運動

車両パレード

四つ葉学校「交通安全街頭よび、かけ」

ドライバーもニッコリ安全運転

楠
山
北
部
内
瀬
棚
区
保
謎
司
会
が

7
月
1
日
、
n
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
。
に
ち
な
み
、
北
部
4
町
を
車

日
台
に
よ
り
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
、
役
場
前
に
お
い
て
法

務
大
臣
メ
ソ
セ

l
ジ
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
明
る
い
社
会
実
現
の
協
力
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

四
つ
梨
学
校

(美
利
河
・
花
石
・

中
里

・
盟
国
小
)
で
は
、

交
通
安
全

運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意

識
を
高
め
て
い
こ
う
と

7
月
日
日

『交
通
安
全
街
頭
よ
び
か
け
』
を
行

い
ま
し
た
。

〕自〔

児
童
叫
名
が
4
班
に
分
か
れ
、

花
右
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
前
の

国
道
で
交
通
安
全
の
よ
び
か
け
手

紙
や
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
り
な
が
ら
、

安
全
運
転
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
大
き

な
声
で
訴
え
ま
し
た
。ド

ラ
イ
バ

も
笑
顔
で
安
全

運
転
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通

事
故
を
町
内
か

ら
な
く
し
た
い

も
の
で
す
。

• • 
《
利
別
川
清
掃
活
動
》

川
は
大
地
の
血
管
で
水
は
血
液
で
す

利
別
川
清
流
保
護
の
会
的
呼
び
か

け
に
よ
る
河
川
清
掃
が
好
天
に
恵
ま

れ
た

6
月
お
目
、
い
つ
ま
で
も
美
し

く
、
き
れ
い
な
利
別
川
を
維
持
し
よ

う
と

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
清
流
保

護
町
会
会
員
を
は
じ
め
、
衛
生
委
員

会
・
ス
ポ
ツ
少
年
団
員
・
老
人
ク

ラ
ブ
員
・
函
館
開
発
建
設
部
職
貝
な

ど
印
名
あ
ま
り
で
す
。

清
掃
は

5
1
6
名
の
班
編
成
と
な

り
、
上
流
の
住
吉
え
ん
堤
か
ら
今
金

橋
下
流
ま
で
約
2
時
間
か
け
て
空
き

缶
や
ピ
ニ
ル
な
ど
無
法
に
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
が

2
t
ト
ラ

Y
7
い
っ
ぱ

い
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

利
別
川
は
日
本
有
数
の
清
流
で
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
こ
の
運
動
に
参
加
し
、

清
流
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
ア
ユ
や
ヤ
マ

ベ
の
釣
り
人
が
増
え
る
た
め
n
?
ナ

ー
を
守
っ
て
、
川
を
き
れ
い
に
。
と

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

歴史漫商「インマヌエルの丘」完成庁

まちおこしグノレ プ 「ぴりか塾J (岡本 優塾
長 )が、キL帆市在住の会社員園田洋治さんの協力
を得て、今金町に理想郷を求めた先人の足跡を泌
画で再現Lたものです。

価格は 1冊千円で、沢昏庖及Uデ・モ レンで
取り扱っています。

〕7
 

〔



統一フランド名rllこ11こ実地」で

ダイコンの出荷始まる

柏
山
北
部
広
域
農
業
協
同
組
合
連

合
会
(
代
表
理
事
会
長

・
細
川
信
こ

の
野
菜
集
出
荷
施
設
が

6
月
お
日
か

ら
本
格
稼
働
に
入
り
、
ダ
イ
コ
ン
が

毎
日
ト
ラ
y
ク
で
運
び
込
ま
れ
て
い

ま
す
。水

槽
に
入
れ
ら
れ
た
ダ
イ
コ

ン
は
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

l
に
乗
り
、
洗
浄

や
ヒ
ゲ
取
り
が
行
わ
れ
た
後
、
各
サ

イ
ズ
ご
と
に

『
ほ
こ
は
こ
大
地
』
の

ブ
ラ
ン
ド
名
入
り
段
ボ
ー
ル
に
詰
め

ら
れ
、
関
東
名
古
屋
方
面
へ
連
ば

れ
て
い
ま
す
。

同
施
設
は
、
広
域
農
協
述
が
町
か

ら
管
理
運
営
内
委
託
を
受
け
野
菜
の

、
官• • 

⑧
⑥
⑧
⑨
⑧
⑧
 

ま
し
た
。
で
も
、
今
考
え
て
み
る
と

ど
う
し
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
@
で
も

今
こ
こ
に
い
て
よ
か
っ
た
な
!
と
、

思
っ
た
り
し
ま
す
。

一
番
安
心
で
き
る
こ
と
は
朝
起
き

て
窓
の
外
を
み
る
と
山
が
あ
っ
た
り

静
か
に
し
て
い
る
と
小
鳥
や
牛
肉
鳴

き
声
が
し
て
い
て
つ
く
づ
く
あ

l
美

利
河
に
い
る
ん
だ
な
!
と
思
う
こ
と

で
す
。

美
利
河
に
来
て

費
利
河
小
6
字

国
村

香
織
ぷ

私
は
、
神
奈
川
か
ら
来
た
山
村
留

学
生
で
す
。
私
は
、
お
父
さ
ん
た
ち

か
ら
の
手
紙
に
「
な
ぜ
、
お
前
が
英

利
河
に
行
き
た
か

っ
た
の
か
を
も
う

一
度
考
え
な
さ
い
」
と

F
い
で
あ
り

若葉マーク

水
野
由
美
子
さ
ん

金

原

宮

前

側

ま
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
手

紙
に
き
び
し
く
な

い
、
な
ど
と
冊
目
い

て
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
気
持
ち
は
、

こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
一
度
も
恩
わ
な

く
、
そ
の
反
対
に
と

っ
て
も
楽
し
く

統
一
銘
柄
に
よ
る
一
元
集
出
荷
と
安

定
供
給
を
目
指
す
拠
点
と
し
て
総
卒

業
費
目
億

3
干
5
百
お
万
円
で
建
設

さ
れ
、
予
冷
保
冷
施
設
は

1
5
4
6

4

肝、一

日
の
処
理
能
力
は
1
3
5
t
、

選
別
洗
浄
施
設
は

2
4
2
1
.町、

一

目
的
処
理
能
力
は
ダ
イ
コ
ン
貯

・
内

t
、
ニ
ン
ジ
ン
同
市
t
で
す
。

今
ま
で
、

5
農
協
が
個
々
に
市
場

に
出
荷
し
て
い
た
野
菜

6
品
目
(
ダ

イ
コ
ン

・
ニ

ン

ジ

ン

小

カ

プ

ス

イ
1
ト
コ

l
ン
・
ク
リ
ー

ン
ア
ス
パ

ラ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
)
を
統
一
ブ
ラ

ン
ド
名
で
取
り
扱
い
‘

一
大
産
地
化

を
目
指
す
も
の
で
す
。

〕自{
 

青
年
海
外
協
力
隊

安

藤

和

行

さ

ん

西

サ

モ

ア

へ

(

神

丘

出

身

)

業
を
営
む
安
藤
留
三
さ
ん
の

2
男

で
、
勤
務
し
て
い
た
会
社
を
4
月

に
退
社
し
、
土
質
検
査
(
道
路
の

路
盤
整
備
)
の
技
術
指
導
を
2
年

間
行
い
ま
す
。

7
月
8
日
に
役
場

を
訪
れ
た
安
藤
さ
ん
は
「
2
年
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
生
の
中
で

何
か
の
役
に
立
て
れ
ば

y
」
と
動

機
を
語
っ
て
〈
れ
ま
し
た
。

健
康
に
気
を
つ
け
て
任
務
に
励

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
.

青
年
海
外
協
力
隊
平
成

6
年
度

第

一
次
隊
の
隊
員
と
し
て
神
丘
出

身
内
安
藤
和
行
さ
ん

ωが
7
月
日

目
、
赴
任
地
内
西
サ
モ
ア
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

安
藤
さ
ん
は
神
丘
町
台
で
土
建

③亙玉三〉
パ全霊
レ道百
|マー

ボ マ
|さ
Jレ九J

大
Z三:

出
場

今
金
7

7

が
8
月
初
日
、
幻
日
に
真
駒
内
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
全
道
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

6
月
お
日
に
行
わ
れ
た
楠
山
大
会
は
全
試
合
2

。
の
庄
勝
で
、
口
名
の
部
円
H

は
全
道
大
会
に
向
け
て

迎
2
固
め
猛
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
や
家
事
の
合
間
を
ぬ

っ
て
の
練
習
と
あ
っ
て

n
家
族
の
協
力
が
必
要
で
す
e

と
部
貝
一
向
。

全
道
で

n
1
勝
を
。
と
斎
藤
博
子
王
将
が
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
闘
を
祈
り
ま
す
。

1
日
1
日
が
あ

っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

学
校
の
中
に
い
て
何
も
す
る
こ
と

が
な
く
て
も
、
し
な
く
て
も
私
は
、

こ
こ
に
い
る
だ
け
で
と
て
も
満
足
で

す
.こ

っ
ち
に
来
て
今
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ム

1
周

ハ
イ
キ
ン
ク
や
社
会
科
見
学
、
そ
れ

か
ら
見
学
遠
足
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

毎
日
が
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
た
ま
に
前
の

山
に
山
登
り
に
行
っ
た
り
、
後
の
川

で
釣
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
遊
ん

で
い
ま
す
。

そ
れ
に
学
校
に
は
、
チ
ャ
ボ
ゃ
う

さ
ぎ
、
而
よ
う
な
ど
の
動
物
が
い
る

し
家
に
は

い
ぬ
、
面
ょ
う
、
牛
、
馬

(
ポ
ニ

l
に
に
て
い

る
物
)
が
い
ま
す
。

私
は
こ
の

1
年
間

こ
の
自
然
的
多
い
所

で
せ
い
い
っ
ぱ
い
小

学
校
最
後
の

1
年
間

を
思
い
出
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し
て
極
川
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ム
「
豊
寿
園
し
に
寮
母
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
に
所
属
し
、
以

前
か
ら
興
味
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
水
野
さ
ん
は
「
介

鰻
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
、
積
極
的
に
動
い
て

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
。
」
と
抱
負
を
諮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野
ぷ
は
金
原
で
農
業
を
包
む
次
第
♂
の
長
女

で
魁
昧
は
続
替
、
陸
上
競
技

(幅
跳
、
高
跳
)
が

得
意
と
い
う
活
動
的
な
面
も
。

H

明
る
く
一
生
懸
命
に
仕
事
に
頑
張

っ
て
い
る
“

と
職
場
の
上
司
の
評
判
も
上
々
で
し
た
。

企子供づれの練習、ガンハツテグ

• • : 俳句

i 紫今ひ 出旨集合万jE鹿e深上
; 陽;と動f緋緑lせ昨

花、1 日υ の 有ぬのる吸号

;の仲靭り槌Zまし
詠iふやし音Eまて
人官鋭まかた響S製ゐ 万yi知L の に たくの緑2
ら 前1 先Eか 社E予もヒ古に

3 ぬのひ酌〈か 解ど染そ
)詩L 19t:':学fまなけま
1 にひ官ん りり
t 出で袈XTJ 短x ry!;; を

j r 〈 ? 署内り
;な lt.~

藤
; 辻佐原狭石今杉

藤た問弁村本

; 治、+智由
知秀と紀恵井晶
子峯 L 夫子子い

i九--_.，----，-へ(利別俳句会
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平
成

7
年
度
町
村
職
員

の
採
用
試
験
に
つ
い
て

平
成
7
年
度
町
村
職
員
採
用
試
験

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
』

一言
"

l
、
受
付
期
間

2
、

試

験

日

インフ苛メーション

献

血

の

お

知

ら

せ

8
月
9
日

ωは
献
血
の
日
で
す
。

採
血
円
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

戸
I
M言

1
、
役
場
前

9
.
m
l
u
.
ru

2
、
農
協
前

日H
e
m
剖

i
m
・

ω

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
と

っ

た
ら
証
書
の
鑓
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
、
所
得
状
況
屈
に
国
民

年
金
証
書
を
添
え
て
、
現
況
の
届
出

8月みんな

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
屈
に
よ
り
、
本
年
8
月

か
ら
翌
年
7
月
ま
で
の
支
給
額
を
決

定
し
年
金
証
書
に
記
入
し
て
お
返
し

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
の
た
め
、

8
月
日
日
以
降
、
年

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
国
民
年

金
証
書
を
忘
れ
ず
に
役
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。{町

民
福
祉
課
年
金
係
}

行
方
不
明
者
相
談
所

開
設

家
出
を
し
た
人
や
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
人
を
捜
し
た
り
、
亡
く

な
っ
た
方
で
身
元
の
わ
か
ら
な
い
人

の
調
査
を
し
て
、
家
族
の
方
々
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
道
警
で
は

9

月
に
寸
行
方
不
明
者
相
談
所
L

を
開

き
ま
す
。

相
談
所
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、

捜
し
て
欲
し
い
人
的
特
徴
と
な
る

。
傷
、
手
術
痕
、
ほ
く
ろ
、
あ
ざ

口
歯
型
、
血
液
型

o
家
出
当
時
の
服
装
、
所
持
品
等

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
調

べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
.

ま
た
、
調
査
の
手
掛
か
り
と
な
る

よ
う
な
写
真
(
郎
、
全
身
な
ど
)
が

有
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
下
さ
い
。

響
察
で
は
、
関
係
者
個
人
的
名
誉

と
秘
密
は
、
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で• • 

項 目 主サ 輩 者 実施日 時 間 対草地区 英施会場 崎 考 お知らせ
l日伺) 三種混合〈百日
8日開)

老人福祉
せき、ジフテリ

① 一般相談 全 住 民 15日開) 10，00-12 凹 全地区 保健抱串、健康相談 ア、植傷風〉ワ
22日例}

センター
クチン予防接駈

29日開) 2回目

② 乳児相談 生桂6、9ヶ月児 4日開
受付

" 
困I 民 身体計側、保健指導、健康相 8月24.25.26日

13 曲-13 却 センター 談 24日極川小学校

畳付 今金町
尿検査、血檀検査、歯科指導 25日国保病院

③ 妊婦健酷 妊 婦の方 9日同 " 輩聾指導、担位指導、医師斡 26日町民生川13，00-13，30 国保病院
車 (有料)

@ 股脱健睦 生桂 3ヶ月児 " 
受付

" 
今企

股関節X線鍋器
8月9日(火〉

13，00-13，30 保 健 所 献 血

⑤ 育児講座 " 18日開
受付

" 
町 民 身体計測、保健指導、健康相 目役場前

10，00-10，30 センター 談 9，00-14， 15 

⑥ 乳児健島
生桂 4、 7、

H 
受付

" " 
身体計測、保健指導、常聾指 -農協前

1 0、 12ヶ月児 12，30-13，00 場、医師器車、歯科指導 14，30-16・30

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

1
 

0
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより .• 1 

紫光ごの寄園附学あ園りが、aと，うe圏ご、ざ盆い会ま福し祉た箇.極会への多鏑の

f勧紘齢、.. 
英昭. " 
.主久隆 夫z 江

調也

.掌俊昭

槽徳

ハ靖 子ル

孝 .. 

EZ' 芳E 
民鑑

毘鶴

徹敬、 子エ巳

省2明"貴骨 格1 実年章サ

ス プ之

安
心
し
て
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
へ
来
れ
な
い
方
は
、

北
格
山
警
察
署
又
は
今
金
響
曲
常
官
派

出
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
相
政
所
開
訟
日
時
場
所

9
月
6
日
i

7
日
函
館
中
央
警
察
署

9
月
8
日

江

差

警

察

署

相
談
所
は
午
前
9
時
初
分
か
ら
午

後
4
時
ま
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

〈
北
楠
山
警
察
署
}

ヒ

グ

マ

に

注

意

グ

，
日
進

・
白
石
地
区
で
ヒ
グ
マ
が

出
没
し
て
い
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
M
W

H

本
年
4
月
よ
り
日
進
の
道
道
で
2

園
、
白
石
地
区
国
有
林
内
で
1
回、

ヒ
グ
マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
日
進
・
白
石
地
区
で
山
に
入
ら
れ

る
方
は
、
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

入
林
に
際
し
て
は
営
林
署
か
最
寄

り
の
森
林
事
務
所
で
事
前
に
ヒ
グ
マ

の
動
行
情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
固
有
林
内
の
林
道
は
普
通

の
道
路
と
違
い
、
路
幅
が
狭
く
、
カ

ー
ブ
も
多
い
の
で
、
運
転
に
当
た

っ

て
は
充
分
注
意
を
払
い
交
通
事
故
の

防
止
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

{
今
金
営
林
署
〉

夏
型
交
通
事
故
の
防
止
H
H

」
の
時
期
、

お
盆
に
よ
る
帰
省

平
成

6
年

8
月
日

日
m
w
i
幻
日
附

平
成
6
年

9
月
四

ロu
ロu

3
、
採
用
予
定
(
今
金
町
)

初
級

2
名

高
受
付

・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

総
務
謀
総
務
係
へ

• • 

あ
な
た
の
心
は
元
気
で
す
か

8

こ
こ
ろ
の
相
談
e

ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康
|

現
代
社
会
が
ス
ト
レ
ス
社
会
だ
と

い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
は
も
う
知
っ

て
い
ま
す
か
?

食
物
や
色
々
な
品
物
が
盟
富
に
あ

り
、
生
活
も
便
利
に
な

っ
た
の
と
は

う
ら
は
ら
に
、
職
場
や
家
庭
内
で
の

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ル

で
き
な
い
人
が
増
、
え
て
い
る
よ
う
で

す。
厚
生
省
が

1
9
8
8
年
に
行
っ
た

調
査
結
果
で
は
、
と
り
わ
け
働
き
盛

り
の
初
歳
代
か
ら
印
歳
代
の
4
創
的

人
が
「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
L

「
疲
れ
が

の
こ
る
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

ー
あ
な
た
の
心
は
大
丈
夫
?

こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現

代
社
会
で
は
、
心
の
健
康
を
上
手
に

保
っ
て

い
く
こ
と
も
大
変
と
な

っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
家
族

の
こ
こ
ろ
は
健
康
で
す
か
?

こ
こ
ろ
は
次
の
よ
う
な

5
0
5
を

だ
し
て
助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
く

の
ご
案
内

-
気
分
が
ゅ
う
う
つ

・
人
に
会
う
気
が
お
き
な
い

.
い
つ
も
体
調
が
悪
い

・
学
校
平
行
事
に
行
け
な
い

・
理
由
も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る

-
な
ん
と
な
く
不
安
で
お
ち
つ
か

な
い

-
も
の
忘
れ
が
は
げ
し
く
な
っ
た

そ
の
他
の

S
O
S

最
近
寸
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
と

い
う
、
お
酒
を
上
手
に
飲
め
な
く
な

る
と
い
う
病
気
が
増
え
て
い
ま
す
。

好
き
で
飲
ん
で
い
た
お
酒
が
、
又

は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
飲
ん
で
い
た
お

酒
が
、
お
酒
を
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
よ
う
な
体
質
に
変
え
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

・
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
い
つ
も
失

敗
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
は

5
0
5
で
す
。
早
く

5
0
5
を
発
見

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

!
こ
こ
ろ
の
相
談
で
は
|

こ
の
よ
、
つ
な
こ
こ
ろ
の

5
0
5
に

専
門
の
先
生
が
親
切
に
相
較
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

8
月
日
日

木

崎

日

と

き

夏
休
み
等
で
率
が
増
加
す

る
と
と
も
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

か
ら
交
通
事
故
が
例
年
多
発
し
て
お

り
ま
す
。

次
町
長
に
十
分
注
意
し
、
楽
し
い

夏
を
過
ご
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
.

1
、
ス
ピ
ー
ド
は
決
め
ら
れ
た
速
度

を
守
り
ま
し
ょ
う

2
、
無
免
許
、
飲
酒
、
過
労
運
転
、

無
理
な
追
い
越
し
は
絶
対
し
な
い

3
、
子
供
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た

ら
徐
行
運
転
す
る
等
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
よ
う

4
、
自
転
車
の
無
灯
火
、

二
人
乗
り

は
や
め
ま
し
ょ
う

5
、
歩
行
さ
れ
る
方
は
、
左
右
を
よ

く
見
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う

観
光
客

使用済みテレカ在集めています

使用済みテレホンカードで国際貢献する家族計画国際協力財団(ジョイ

セフ)の救済活動の一環として、今金赤十字奉仕団(会長 阿知波公子)

でも使用済みテレカを集めています。

使 用 済 み テ レ カ は 1枚10同程で取引きれ、アジア ーアフリカなどの貧し

い子供たちのために役立っています。みなさんの協力をお願いします。

収集場所 役場町民福祉課又は阿知波会長宅

今
金
保
健
所

八
雲
総
合
病
院
精
神
神

経

科

遠

藤

信

夫

先

生

相
談
希
望
の
方
は
町
民
福
祉
課
保

健
指
導
係
又
は
今
金
保
健
所
予
防
諜

普
及
係
か
保
健
婦
係

(
2
1

0
2

5

1
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

先
生

〕-1
 

〔



。~~oâ。 住民の動態令令や
6月末現在

日月の休日当番匡

(前月対比)

(+ 9 ) 

(+ 5 ) 

(+ 4 ) 

(+ 6 ) 

7，461人

3，603人

3，858人

2，507世帯

口

数男
女

管

人

世

伽

伽

蜘

蜘

(今金)

(今金)

(北槍山)

(北棺山)

今金町国保病院

岩間医院

道南ロイヤル病院

北槍山町国保病院

7日

21日

14日

28日

町

持~
南町

22寿図

上田代

町

町

61歳

83歳

79歳
74歳

平成6年度明るい選挙啓発ポスター作自募集

[応募規定]

(1)内 容 明るい選挙をおしすすめることを表

すものを瞥いてください。

応募資格小学校児童、 中学校高校の生徒

募集期間 9月9日幽まで

提出先 9月9日までに町の選挙管理委員会

に出してください。

画材の大きさ 描画材料は自由、大きさは45cm

X30cmのものから55cmX40cmのものまで

応募上の注意

的作品のうら右下に都道府県名、学校名、学

年、氏名、性別を必ず書き 入れてください。

(イ) 応募作品は返却しません。

(引 入賞作品の版権は主催者に属し、

用させていただきます。

援詳しくは今金町選挙管理委員会事務局まで

自由に利

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

き
み
も
、
化
石
擁
集
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

太平洋・日本酒横断(遭島半島)サイクリング
ロード建設計画の名前等募集グ

英
利
河
海
牛
化
石
閥
査
研
究
会
で

は、

5
月

1
m
月
ま
で
の
月
1
回、

化
石
採
集
学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
.

6
月
四
日
に
は
美
利
河
ダ
ム
下
流

の
利
別
川
の
河
原
に
全
員
ら
詑
名
が

参
加
し
、
ロ
種
類

1
2
5
占
的
化
石

を
収
集
し
ま
し
た
。

良
い
も
の
は
建
設
準
備
中
の
博
物

館
に
名
前
と
と
も
に
展
示
収
蔵
の

予
定
で
す
。

ま
た
、
同
会
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
教
育
委
貝

会
文
化
財
保
護
係
ま
で

(1) 内 容 長万部町・今金町・北捲山町・瀬棚

町大成町を結~;:、旧国鉄瀬棚線の利用を含めた

サイクリングロードの「名前」と「シンボjレ7 ー

ク」としてふさわしいものを書いて下さ L、。

(2) 応募資格 長万部長 ・今金町 北槽山田T 瀬

棚田T'大成町に住んでいる方。

(3) 募集期限 9月17日(土曜日)まて

(4)提出先 今金町役場企画調整諜

(5) 応募上の注意

・作品のうらに町名と学校や職場等の所属、氏

名 ・年齢 ・性別を書いて下さい。

・応募作品は返却しません。

・入賞作品の版権は、主催者に属し、

用させていただきます。

女詳しくは、今金町役場企画調整課まで

• 
発
行
/

北
海
道
室
町
役
場
-
『
②

0
1
4番

自由に利

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(12 ) 

~おたんじようおめでとう

竹内 拝金、 6月7日(公志、長女)高美町

南川 桔皇、 6月13日(博 丸長男)八束初田
，か

谷詰 知可、 6月16日(雅裕さん長女)高美町
ニとね

赤川 琴音、 6月17日(彰ーさん長女)栄
d崎市む

成田 歩武、 6月22日(順ーさん長男)美利河

"̂や海津健也'~A.. 6月26日(牧人三長男)南栄町
1・， ， 

多国祐己、 6月27日(佳正三長男)南

今 野 主 夫 、 7月 1日(昭夫三 3女)曙
A さ

狭間 美佐むな 7月2日(識な長女)商工団地
先月号で紹介LまLた悶中一也'¥.(秀_.:<.(，.長男)は(勝博

'.長男)肉眼りでLた.訂正Lてお詫びいたLます.

固いつまでもお Lあわせに

%狩野秀之さん(末広町)~神田 公干さん(昭和町1
~小林 実九(曙町)~近藤ゆかり さん(種川駅前)

薗お〈やみもうしあげます

今村 浩、 6月26日

牧野米正九 7月 1日

千葉サタコ九 7月16日

村本 勇九 7月21日


